
 
 

令和７年４月３日 

国土交通省関東地方整備局 

下館河川事務所 

 

令和７年度 下館河川事務所 事業概要 

～鬼怒川･小貝川における流域治水の推進に向けた取り組み～ 

 

 令和７年度は、令和６年度に引き続き、気候変動による災害の激甚化･頻発化を踏まえ、河

川管理者が主体となって行う河川整備等の事前防災対策を加速化させることに加え、あらゆ

る関係者が協働して流域全体で行う、「流域治水」を推進し、総合的かつ多層的な対策を推

進するため、鬼怒川･小貝川において、以下の事業を推進します。 

 

 

事業内容 

 

１．洪水氾濫を未然に防ぐための取り組み 

（１）鬼怒川支川田川の水門整備の実施 

（２）鬼怒川上流部の河岸侵食・洗掘対策の実施 

（３）鬼怒川下流部の河岸侵食・洗掘対策の実施 

（４）小貝川の樋管改築の実施 

（５）小貝川の堤防整備の実施 

２．持続的な安全性の確保のための取り組み 

（１）鬼怒川･小貝川の維持管理 

３．地域に元気を届けるための取り組み 

（１）鬼怒川･小貝川の水辺整備のモニタリング調査 

 

 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 茨城県政記者クラブ 栃木県政記者クラブ 

筑西市記者クラブ 宇都宮市政記者クラブ 筑波研究学園都市記者会 

＜問い合わせ先＞  

関東地方整備局 下館河川事務所 

電話：０２９６－２５－２１６１（代表） FAX：０２９６－２５－２１９２ 

副 所 長 山本 （内線：２０４） 

工務課長 小倉 （内線：３１１） 
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令和７年度は、以下の事業を行います。

１．洪水氾濫を未然に防ぐための取り組み

【鬼怒川】

■田川合流点の水門整備を引き続き行います（P4）

・鬼怒川の水位上昇時の支川田川への流入を防止するため、久保田地先（結城市）において、水門整

備を行います。

■上流部において河岸の侵食・洗掘対策を行います（P5）

・下籠谷地先（真岡市）において、低水護岸の整備を行います。

■下流部において河岸の侵食・洗掘対策を行います（P6）

・二本紀地先（下妻市）において、低水護岸の整備を行います。

しもこもりや

く ぼ た

にほんぎ

【小貝川】

■樋管改築を引き続き行います（P7）

・新川地先（取手市）において、老朽化した樋管の改築を行います。

■堤防整備（低水護岸）を行います（P8）

・吉沼地先（つくば市）において、高さや幅が足りない堤防の整備に伴う低水護岸工事を行います。

しんかわ

よしぬま

２．持続的な安全性の確保のための取り組み

【鬼怒川・小貝川】

■鬼怒川・小貝川の河川管理施設の維持管理を行います（P9）

・洪水時等に堤防や排水施設、電気設備等が適切に機能するように、堤防除草や河川巡視を行うほか、

水門や樋管、排水ポンプ、電気設備の点検・整備などを行います。
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下館河川事務所の取り組み状況は、ホームページでご覧いただけます。
（https://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/）

３．地域に元気を届けるための取り組み

【鬼怒川・小貝川】

■サイクリングルートのモニタリング調査を行います（P10）

・鬼怒川・小貝川ではこれまで整備を進めてきたサイクリングルートの利用実態を把握するための

モニタリング調査を行います。



令和７年度の事業費

下館河川事務所における令和７年度の事業費（令和６年度補正予算含む）は、
鬼怒川約２４億円、小貝川約２３億円、全体で約４７億円となっています。

〔 百万円 〕

＊上記の他、工事諸費等があります。
＊端数処理の関係で合計と一致しないことがあります。
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令和７年度（当初）
＋

令和６年度（補正）

令和６年度（当初）
＋

令和５年度（補正）
対前年度倍率

河川改修費 2,286　 3,369　 0.68　

鬼怒川 1,320　 2,412　 0.55　

小貝川 966　 957　 1.01　

河川等災害復旧費 0　 80　 0.00　

鬼怒川 0　 0　 0.00　

小貝川 0　 80　 0.00　

河川維持修繕費 2,329　 2,191　 1.06　

鬼怒川 1,057　 979　 1.08　

小貝川 1,272　 1,212　 1.05　

河川工作物関連応急対策事業費 80　 226　 0.35　

鬼怒川 0　 44　 0.00　

小貝川 80　 182　 0.44　

総合水系環境整備事業費 8　 67　 0.11　

鬼怒川 4　 64　 0.05　

小貝川 4　 4　 1.19　

事業費　計 4,703　 5,933　 0.79　

鬼怒川 2,380　 3,498　 0.68　

小貝川 2,323　 2,435　 0.95　

予算科目



河川改修 鬼怒川

令和７年度予定

事業の概要

○茨城県結城市久保田地先において引き続き水門整備を行います。

小山市

筑西市

←鬼怒川

鬼怒川 支川田川合流点の水門整備
き ぬ が わ し せ ん た が わ ご う り ゅ う て ん す い も ん せ い び

茨城県

結城市

平成27年9月関東・東北豪雨における田川流域の
浸水状況（H27.9.10 撮影）

下野市

真岡市

○水門の整備により、鬼怒川の水位が上昇した場合、田川への逆流防止が図られます。

久保田地先
水門整備 Ｎ＝１基

く ぼ た

く ぼ た

鬼怒川支川の田川沿川では、浸水被害が過去何度も発生しています。

中でも、平成２７年９月関東・東北豪雨では、床上・床下浸水あわせて

２１３戸の家屋が浸水する被害が発生しました。

茨城県による田川の堤防整備とあわせて、田川合流点に水門を整備し、

鬼怒川の水位上昇時における洪水安全度の向上を図ります。

位置図

事業の効果

栃木県
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結城市

施工状況（令和７年２月）



鬼怒川 上流部河岸侵食・洗掘対策

位置図

鬼怒川上流部は関東屈指の急流河川で、令和元年東日本台風（台風

第19号）においては河岸洗掘や護岸崩壊など、８箇所で被災を受けま

した。このように頻発化する大規模自然災害等に対応していく為には、

「国土強靱化施策」の更なる加速化・深化を図る必要があります。

鬼怒川上流部においては、河川整備を着実に実施するために、安

心・安全を確保するための整備メニューを位置付けた「鬼怒川河川整

備計画」に基づき、河岸の侵食・洗掘の防止を目的として低水護岸を

整備し、堤防が決壊するリスクの軽減を図ります。

河川改修 鬼怒川

整備イメージ

（宇都宮市板戸町）

■令和元年東日本台風による被災状況

栃木県
宇都宮市

真岡市

上三川町

宇都宮市

←鬼怒川

侵食対策（低水護岸）

しもこもりや

事業の概要

令和７年度予定

○栃木県真岡市下籠谷地先において侵食対策（低水護岸）を整備します。

事業の効果

○低水護岸の整備により、洪水時の河岸の侵食・洗掘の防止が図られます。

き ぬ が わ じ ょ う り ゅ う ぶ か が ん し ん し ょ く せ ん く つ た い さ く

しもこもりや

下籠谷地先
侵食対策（低水護岸）

Ｌ＝８０ｍ

真岡市

宇都宮市

上三川町
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【下籠谷地先】



位置図

茨城県

頻発化する大規模自然災害等に対応していく為には、「国土強靱化

施策」の更なる加速化・深化を図る必要があります。

鬼怒川下流部においては、河川整備を着実に実施するために、安

心・安全を確保するための整備メニューを位置付けた「鬼怒川河川整

備計画」に基づき、河岸の侵食・洗掘の防止を目的として低水護岸を

整備し、堤防が決壊するリスクの軽減を図ります。

河川改修 鬼怒川
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施工イメージ
【二本紀地区】

にほんぎ

二本紀地先
低水護岸 Ｌ＝６０ｍ

（宇都宮市板戸町）

八千代町

常総市

下妻市

下妻市

八千代町

鬼怒川 下流部河岸侵食・洗掘対策
き ぬ が わ

事業の概要

令和７年度予定

○茨城県下妻市二本紀地区において侵食対策（低水護岸）を整備します。
に ほ ん ぎ

事業の効果

か り ゅ う ぶ か が ん し ん し ょ く せ ん く つ た い さ く

○低水護岸の整備により、洪水時の河岸の侵食・洗掘の防止が図られます。

▽WL

侵食対策（低水護岸）



○茨城県取手市新川地先において引き続き古八間排水樋管改築を行います。
しんかわ

位置図

○樋管改築により、洪水をより安全に流すことが可能となり、浸水被害の防止が図られます。

茨城県

常総市

つくばみらい市

改築イメージ

取手市

築堤

地盤改良

樋管

小貝川 樋管改築
こ か い が わ ひ か ん か い ち く

河川改修 小貝川

事業の概要

令和７年度予定

小貝川下流部に位置する古八間排水樋管は老朽化が進んでおり、樋

管部の堤防も必要な高さと幅を要しておらず、洪水時の流下能力が不

足しています。

このため、樋管の改築を行うとともに、樋管部の堤防の嵩上げ及び

拡幅も併せて実施し、治水安全度の向上を図ります。

事業の効果

【新川地先】
しんかわ
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H.W.L

+3.50

+5.65

施工状況（令和７年２月）



○茨城県つくば市吉沼地先において、高さや幅が足りない堤防の整備に伴う低水護岸の整備を
行います。

河川改修 小貝川

よしぬま

○堤防整備により、洪水をより安全に流すことが可能となり、浸水被害の防止が図られます。

茨城県

常総市

つくばみらい市

取手市

←鬼怒川

茨城県

令和７年度予定

小貝川 堤防整備
こ か い が わ て い ぼ う せ い び

位置図事業の概要

頻発化する大規模自然災害等に対応していく為には、「国土強靱化

施策」の更なる加速化・深化を図る必要があります。

小貝川においては、河川整備を着実に実施するために、安心・安全

を確保するための整備メニューを位置付けた「小貝川河川整備計画」

に基づき、堤防の高さや幅が不足している区間の堤防の整備に伴う低

水護岸を行います。

事業の効果
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対策イメージ

FH=

As

低水護岸

築堤盛土
（次年度以降整備予定）

整備イメージ

【吉沼地先】
よしぬま

◎38.0km

◎39.0km

糠俵排水樋管

川澄排水樋管

◎40.0km

愛国橋

吉沼地先
低水護岸 L=60m

下妻市

つくば市



維持修繕 鬼怒川・小貝川

鬼怒川・小貝川 の維持管理
こ かい がわ い じ かん りき ぬ がわ

事業の概要

《 鬼 怒 川 ・ 小 貝 川 の 維 持 管 理 状 況 》

職員による堤防点検堤防除草の取り組み

エンジンの更新・

冷却系統の簡素化
※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

デジタル技術の活用により、人々の生活

をより良い方向へ導く取り組み。

ゲートの無動力化

遠隔式除草機試行

三次元河川管内図河川巡視

インフラDＸ推進
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• 堤防の変状を早期に発見するため、年３回の堤防除草を実施しています。なお、堤防除草は多額の
費用が必要なことから、除草機械の遠隔化や河川協力団体との連携などによるコスト縮減等に取り
組んでいます。

• 堤防の健全度を保つため、事務所職員による堤防点検を行い、点検結果を踏まえ適切な補修等を
実施します。

• 洪水時に水門や樋管、排水ポンプ、電気通信設備などが適切に稼働するよう、定期的な点検・整備
を実施します。

• 樋管等の老朽化、操作員の後継者不足が進んでおり、ゲート更新時に無動力化などの効率化を
図っていきます。また、排水機場もポンプ用エンジンの老朽化に伴い、エンジンの更新や冷却系統
の簡素化を実施します。

• 河川管理施設の変状や水質事故・違法行為などの早期発見のため日常的に河川巡視を実施しま
す。

• インフラＤＸ推進の取組として、三次元河川管内図を活用した効率的な堤防除草を実施します。※



環境整備 鬼怒川・小貝川

鬼怒川・小貝川 の水辺整備
こ かい がわ み ず べ せ い びき ぬ がわ
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常総市

つくばみらい市

守谷市

八千代町

下妻市

←小貝川

結城市

筑西市

事業の概要

鬼怒川・小貝川における良好な景観や安全な水辺へのアクセス等を有する拠点を「リバースポット」とし

て位置づけ、河川の管理用通路や鬼怒川の改修と併せて整備する工事用道路等をサイクリングルート

として活用する「かわまちづくり計画」を進めています。

令和７年度予定

○鬼怒川・小貝川では整備を進めてきたサイクリングルートの利用実態を把握するためのモニタリング

を行います。

○河川空間とまち空間が融合した良好な空間が形成され、地域の活性化が図られます。

整備イメージ図

街側

（市・町）案内板、ﾍﾞﾝﾁ、
ｻｲｸﾙｽﾀﾝﾄﾞ等（市・町）

案内板、ﾍﾞﾝﾁ、
ｻｲｸﾙｽﾀﾝﾄﾞ等（市・町）

事業の効果

管理用通路整備（鬼怒川、常総市）

モニタリング調査 １式


